
県
立
南
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
受
講
生
募
集

平
成
28
年
度
美
波
町
育
英

奨
学
金
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

美
波
町
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
を
策
定

美
波
町
小
規
模
事
業
起
業

支
援
事
業

農
業
者
年
金
で
ゆ
と
り

あ
る
老
後
を
!
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４
月
定
例
教
育
委
員
会
の

日
程
に
つ
い
て

日
時　
４
月
28
日
(木) 

午
前
９
時
30
分
〜

場
所　
日
和
佐
公
民
館
３
階
会
議
室

　

美
波
町
教
育
委
員
会
で
は
、
優
秀

な
人
材
を
多
く
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困

難
な
学
生
に
奨
学
金
を
貸
与
し
ま

す
。

資
格
要
件
等

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

で
、
大
学（
短
大
・
高
専
・
各
種

専
門
学
校
を
含
む
）、
高
校
に
在

学
中
、
又
は
入
学
が
決
定
し
て
お

り
、
学
業
及
び
人
物
が
優
秀
な
者

②
学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
者

※
他
の
奨
学
金
と
重
複
し
て
も
さ
し

つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

奨
学
金
貸
与
額（
月
額
）

　

・
大
学
等
５
万
円
以
内

　

・
高
校　

２
万
円
以
内

利
子　
無
利
子

返
還
期
間

　

卒
業
１
年
後
か
ら
10
年
以
内
。

但
し
年
間
の
返
還
額
が
大
学
等
で

12
万
円
、
高
校
で
６
万
円
を
下
ま

わ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
短

大
の
場
合
は
、
返
還
期
間
が
８
年

と
な
り
ま
す
。）

貸
与
者
の
決
定

　

審
査
委
員
会
を
開
催
し
て
貸
与

者
を
選
考
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

申
請
書
類
は
美
波
町
教
育
委
員

会
・
由
岐
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
期
限
ま
で
に
美
波
町
教
育
委

員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
５
月
13
日
(金)

お
問
い
合
せ
先

美
波
町
教
育
委
員
会

　

☎
77─

３
６
２
０

　

こ
の
た
び
美
波
町
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画（
平
成
28
年
度
〜
平
成
32

年
度
）を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
計

画
書
の
閲
覧
は
、
役
場
総
務
企
画
課

又
は
由
岐
支
所
に
て
閲
覧
で
き
ま
す

の
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

役
場
総
務
企
画
課

　
☎
77-

３
６
１
１

　

町
内
で
起
業
を
考
え
て
い
る
方
、

ま
た
既
に
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
で

新
た
な
分
野
に
挑
戦
す
る
方
、
事
業

の
経
営
基
盤
を
第
三
者
が
引
き
継
ぐ

「
継
業
」を
考
え
て
い
る
方
を
支
援

し
ま
す
。

補
助
対
象

　

町
内
で
店
舗
又
は
事
業
所
を
有

し
、
起
業
又
は
新
規
事
業
等
を
始

め
よ
う
と
し
て
い
る
法
人
又
は
個

人
で
事
業
主
が
65
才
以
下
の
方
。

※
そ
の
他
、
対
象
業
種
や
従
業
員

規
模
に
も
制
約
が
あ
り
ま
す
。

対
象
経
費

　

人
件
費
、
家
賃
、
機
械
等
設
置

費
、
旅
費
、
原
材
料
費
な
ど

補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
に
か
か
る
経
費

の
３
分
の
１
〜
３
分
の
２
。
上
限

１
０
０
万
円
。

そ
の
他
　

審
査
委
員
会
に
よ
っ
て
採
否
が

決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請
よ
り

前
に
事
業
が
開
始
さ
れ
て
い
る
場

合
や
採
択
決
定
前
の
事
業
開
始
は

対
象
外
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　

受
付
は
随
時
行
い
ま
す
が
、
予

算
の
範
囲
内
で
の
支
援
と
な
り
ま

す
の
で
支
援
時
期
が
遅
れ
る
場
合

や
、
要
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
起
業
等
考
え
て
お
ら
れ
る
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
役
場
産
業
振
興
課
に

あ
り
ま
す
の
で
、
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
別
途
経
済
産
業
省
の
補
助
制
度

（
３
分
の
２
補
助
、
上
限
２
０

０
万
円
）が
あ
り
ま
す
。
商
工

④
税
制
面
で
も
大
き
な
優
遇
が
あ
り

ま
す
。

　
　

保
険
料
は
最
大
80
万
4
千
円
の

社
会
保
険
控
除（
収
め
た
保
険
料

の
15
か
ら
30
％
程
度
の
節
税
）で
、

支
払
わ
れ
る
年
金
に
も
公
的
年
金

控
除
が
適
応
さ
れ
ま
す
。

⑤
80
歳
ま
で
の
保
証
が
つ
い
た
終
身

年
金
で
す
。

　
　

年
金
は
終
身
受
給
で
き
ま
す
。

加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
に
な
る

前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
80
歳

ま
で
に
受
け
取
る
と
仮
定
し
た
金

額
を
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
が

受
け
取
れ
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

美
波
町
農
業
委
員
会

　
☎
77-

3
6
1
7

訓
練
科

　

①
医
療
事
務
科

　

②
Ｉ
Ｔ
技
能
科
１

内
容①

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
、
メ
デ

ィ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
調
剤

薬
局
事
務　

等

②
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト　

等

定
員①

15
名

②
15
名（
母
子
家
庭
の
母
等
の
１

名
を
含
む
）

会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

役
場
産
業
振
興
課

　
☎
77-

３
６
１
７

美
波
町
商
工
会　
日
和
佐

　
☎
77-

０
７
５
９

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
が
よ
り

豊
か
な
老
後
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
る
よ
う
国
民
年
金（
基
礎
年
金
）

に
上
乗
せ
し
た
公
的
な
年
金
制
度
で

す
。

①
農
業
従
事
者
な
ら
誰
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

　
　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
の
第
一

号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
す
る
方
で
あ
れ

ば
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

②
積
立
方
式
で
安
全
な
財
政
運
営
で

す
。

　
　

積
立
方
式
で
年
金
額
は
加
入
者
・

受
給
者
数
に
左
右
さ
れ
な
い
、
少

子
高
齢
時
代
に
強
い
制
度
で
す
。

③
保
険
料
は
自
由
に
選
択
で
き
ま

す
。

　
　

月
額
2
万
円
か
ら
6
万
7
千
円

（
い
つ
で
も
変
更
も
で
き
ま
す
）

ま
で
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に

合
わ
せ
て
保
険
料
を
自
由
に
選
択

で
き
ま
す
。
ま
た
一
定
の
要
件
を

満
た
せ
ば
保
険
料
の
国
庫
助
成
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

点
で
受
付
終
了
と
す
る
。

そ
の
他

期
間
中
に
取
り
扱
っ
た
個
人
情
報

は
、
当
該
行
事
に
関
す
る
連
絡
及

び
実
施
の
た
め
に
の
み
利
用
す

る
。

　

現
在
、
徳
島
県
で
は
本
村
地
区
に

お
い
て
急
傾
斜
地
の
対
策
工
事
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
工
事
に
併
せ
て
金
比
羅

神
社
へ
通
じ
る
避
難
階
段
の
修
繕
を

行
い
ま
す
の
で
、
下
記
の
期
間
、
通

行
止
を
行
い
ま
す
。

【
期
間
】

　
５
月
中
旬
か
ら
８
月
上
旬
ま
で

※
工
事
期
間
中
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
御
理
解
御
協
力

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
県
土
整
備

部（
美
波
）　

工
務
担
当
：
天
羽

　
☎
０
８
８
４-

74-

７
４
７
６

　

現
在
お
使
い
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
、
海
部
郡
内
の
無
料
電
話
機

（
Ｉ
Ｐ
電
話
）に
つ
い
て
は
、
整
備

時
に
各
ご
家
庭
に
無
料
配
布
さ
せ

て
頂
い
た
も
の
で
す
の
で
、
故
障

修
繕
等
役
場
で
は
取
扱
い
い
た
し

ま
せ
ん
。

　

各
戸
に
て
、
電
気
機
器
取
扱
店

等
で
購
入
す
る
な
ど
対
応
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　
役
場
総
務
企
画
課

☎
77-

３
６
１
１

対
象
　

離
転
職
者
等
で
、
公
共
職
業
安
定

所
所
長
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受

け
た
人

訓
練
期
間

①
５
月
17
日
〜
８
月
16
日

②
６
月
２
日
〜
９
月
１
日

　
　
（
日
・
祝
日
・
お
盆
は
休
校
日
）

訓
練
時
間

①
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
10

分
②
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
50
分

訓
練
場
所

①
阿
南
市
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

　

阿
南
市
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

②
四
国
進
学
会　

阿
南
校

受
講
料　
無
料

　

※

テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

申
込
期
間

　

①
４
月
25
日
ま
で

　

②
４
月
７
日
〜
５
月
６
日

申
込
先

　

居
住
地
を
所
管
す
る
公
共
職
業
安

定
所
へ

お
問
い
合
せ
先

公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
南
部
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル

　
☎
０
８
８
４-

26-

０
２
５
０

開
催
日
時

５
月
12
日
(木) 

午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
３
時
30
分
ま
で（
最
終
受

付
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所徳

島
地
方
・
家
庭
裁
判
所（
徳
島

市
徳
島
町
１
丁
目
５
番
地
）

相
談
担
当
者

（
１
）弁
護
士

　

徳
島
弁
護
士
会
に
派
遣
依
頼
、

午
前
５
名
、
午
後
５
名
で
相
談
時

間
は
１
人
あ
た
り
30
分
厳
守
と
す

る
（
２
）受
付

　

徳
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
の
総

務
課
職
員

定
員50

人（
午
前
25
人
、
午
後
25
人
と

す
る
）

申
込
み
の
方
法

（
１
）電
話
に
よ
る
申
込
み

　

４
月
１
日
以
降
の
平
日
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
、
左

記（
２
）ま
で
電
話
で
申
し
込
む
。

そ
の
際
、
職
員
に
お
い
て
、
氏
名
、

日
中
の
連
絡
先
と
な
る
電
話
番
号

を
聴
取
す
る（
日
中
連
絡
が
困
難

と
思
わ
れ
る
際
に
は
、
住
所
も
併

せ
て
聴
取
す
る
）。

　

な
お
、
相
談
の
時
刻
は
、
希
望

に
よ
り
申
込
み
の
際
に
電
話
で
受

付
番
号
と
共
に
告
知
す
る
。

（
２
）申
込
先

徳
島
県
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

課
庶
務
係

　
☎
０
８
８-

6
0
3-

0
1
1
1

（
３
）申
込
期
限

　

申
込
人
数
が
定
員
に
達
し
た
時


